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「今まで経験したことのない･･･」を乗り切る力 
「今まで経験したことのない･･･」この言葉をテレビのアナウンサーから聞くことは、珍しくなくなりま

した。天災だけでなく、公共の場での殺傷事件、交通事故、過去最高気温の計測など、至る所で「今まで

経験したことのない」出来事が起きています。そのような時代に生きる子どもたちは、常に想像の域を

超える課題に向き合わなければなりません。一人ひとりが自分で今できる精一杯のことを判断し、自分

で自分の命を守る力を身に付けなければならなくなっています。 

では、そのような判断力はどのようにしたら身に付くのでしょうか。 

それは、経験だといわれています。今までに経験したことがない出来事に出会った時に必要なのは、

今までに出会ったことのある経験なのです。そこから推測して判断していくのです。それならば、たく

さんの経験をして、たくさんの判断材料を持っているほうが望ましいといえます。 

子どもたちには、様々なトラブルを経験させることも必要です。地震や台風なら過去の経験から防災

備品を用意したり、逃げる手立てを予測したりすることができます。学校の中で起こる心のトラブル等

も経験です。喧嘩をすることもあるでしょう。傷つく相手を見たり、叱られたりすることも経験です。

大人が守りすぎていないか、子どもの学びの機会を奪ってしまっていないか、常に振り返るようにした

いものです。 

学校では安全・安心のための様々な指導を行っています。交通

事故・不審者・火事・人間関係・SNS・食物アレルギー・地震・大

雨等、命にかかわる危険は天災から人災までたくさんあります。

全てのことに完璧な答えはありませんが、危険と隣り合わせだと

いう意識を日頃から育てておくことは大切です。子どもたち自身

に、情報を示し、自己選択、自己決定の機会をたくさんつくって、

自分で考えて決めた行動をとれる力を育てていきたいと思いま

す。 

                             甲南第一小学校 校長 近藤 秀幸 

  

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの学びの姿(６月) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

プール開き 
６月９日(月)に、全校放送でプール

開きを実施しました。「いのち」にかか
わる学習の３つの約束「安全」「清潔」
「粘り強く」を大切に、自分のめあて
に向かって取り組んでほしいと思いま
す。 
 
 

創立１２４周年 
 ７月１日には、創立１２４年目を迎え
ます。「つながり 共に歩む 学校 心・
技・体・絆」というキャッチフレーズの
もと、子どもたちの主体的な学びを大切
にしながら、第一小の歩みを着実に前に
進めていきたいと思います。 

1 年 プールでの学習 ２年 町探検 
３年 校外学習 

(天馬・フレンドマート甲南) 

４年 校外学習 

(アクア琵琶・びわ湖ホール) 

５年 甲南幼稚園 
との交流 

６年 修学旅行 

保健委員会

が、休み時

間に暑さ指

数（WBGT ）を

全校に知ら

せています 

 



 


